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静岡県の中伊豆と大分県の別府に、交通事故などによる
身体障がい者の社会復帰支援を目的としたリハビリテー
ションセンターを開設しています。
これら2つのリハビリテーションセンターは、「病院」「福
祉施設」「介護施設」の3つの機能を持った全国でも数少な
い総合型の施設です。
昭和48年の設立以来、「身体障がい者のしあわせ」と「福
祉社会の建設に寄与すること」を理念として交通事故被
害者などの社会復帰をお手伝いしています。

社会復帰支援のための
リハビリテーションセンターの開設

交通事故などにより手足に障がいのある方の日常生活を
介助する「介助犬」の育成・普及支援に取り組んでいます。
社会福祉法人 日本介助犬協会の事業の支援や、NPO法人
日本補助犬情報センターへの研究支援、介助犬によるデ
モンストレーション「ガンバレ! 介助犬!  JA共済はたらく
ワンワンランド! 」を開催しています。

介助犬の育成・普及支援

社会福祉法人 農協共済
中伊豆リハビリテーションセンター

社会福祉法人 農協共済
別府リハビリテーションセンター

「野球というチームプレーを通じて健全な社会性を養い、
強健な身体と健全な精神の涵養に寄与すること」などを
目的とした公益財団法人 日本リトルリーグ野球協会およ
び一般社団法人 日本リトルシニア中学硬式野球協会の
活動に協賛し、子どもたちの健康で健全な心身の育成に
貢献しています。

日本リトルリーグ野球協会・
日本リトルシニア中学硬式野球協会への協賛

次世代を担う小・中学生の皆さんに、「相互扶助」と思いや
りの大切さを伝えるとともに、書写教育に貢献すること
を目的に書道コンクールを、交通安全への意識を高め幅広
く社会に呼びかけることを目的に交通安全ポスターコン
クールを全国ならびに各都道府県にて開催しています。
令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り全国コンクールは中止となりましたが、一部の地域で
都道府県コンクールを開催しました。

小・中学生 書道・交通安全ポスターコンクールの開催

皆さんは介助犬をご存じですか？
視覚障がい者を支える盲導犬と同様に、交通事故などで手足に障がいを負った人
の生活を助ける補助犬の一種です。
令和3年4月1日現在、全国で活躍している介助犬の数は60頭。現在国内で861
頭が活躍している盲導犬に比べると、頭数も認知度もまだまだおよびません。
さらに、全国で介助犬を必要としている人の数は約1万5,000人といわれてお
り、その育成と普及が求められています。

「小・中学生の豊かな人間性の育成や体力の向上」を目的
とした全国小・中学校リズムダンスふれあいコンクール
の活動に協賛し、助け合い・支え合いの大切さを次世代に
伝えています。

まだまだ足りない！？介助犬育成・普及の実情コラム

リハビリテーショ
ンセンターも

あるんですね！

健康で豊かな
生活への貢献 豊かな暮らしへの

貢献のために
全力投球！！

参考：厚生労働省ホームページ

貢献する主なSDGs目標

交通事故被害者の社会復帰支援に向けた取り組み 次世代を担う子どもたちの文化支援に向けた取り組み

全国小・中学校リズムダンス
ふれあいコンクールへの協賛
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